
 

 

青塚古墳史跡公園活用・管理業務委託仕様書 

第１章 総 則 

 （目的） 

第１条 この仕様書は、委託者 犬山市 と受託者との間で、青塚古墳史跡公園活用・管理業務委託を円 

 滑に履行するため業務に必要な事項を定めるものとする。 

 （業務の対象施設） 

第２条 委託業務の対象施設は、別紙「青塚古墳史跡公園管理図面」に記載する範囲に示す敷地及びそ 

こに所在する施設とする。 

 （業務の履行及び業務内容） 

第３条 受託者は、青塚古墳史跡公園（以下「史跡公園」という。）の大部分が国史跡指定地であり、

墳丘は大縣神社所有であることを十分理解した上で、業務を適正かつ円滑に遂行し、契約書、仕様書

及び提案書に基づき委託業務を履行しなければならない。 

２ 業務の主な内容は、史跡公園の活用及び管理に必要な事項とし、次の内容とする。 

 ≪施設管理・運営≫ 

 （1） 史跡公園の除草・清掃等に関する業務 

 （2） ガイダンス施設の運営に関する事務処理 

（3） 館蔵品の整理・公開に関する業務 

（4） 委託者が発行する刊行物の販売 

 （5） 施設・設備の軽微な修繕 

 （6） 史跡公園の巡回点検業務 

 （7） 管理日誌等の記入及び報告に関する業務 

 （8） 防犯・防災等に関する緊急時の協力 

≪普及啓発≫ 

（9） 各種講演・体験講座の実施 

（10）「犬山文化遺産ナビ」及び「犬山たび」等を活用した文化遺産（考古分野など）の普及啓発及

び情報発信 

  （11）市内文化遺産（考古分野など）の普及・啓発を担う人材の育成 

（12）来園者への説明・案内に関する業務 

（13）史跡公園に関する情報提供 

 ≪その他≫ 

（14）その他委託者が必要と認めた業務 

 

第２章 業務要領 

 （開館日及び開館時間） 

第４条 ガイダンス施設の開館日及び開館時間は、青塚古墳史跡公園の設置及び管理に関する条例施行 

規則（平成１２年犬山市教育委員会規則第２号）に従うものとする。ただし、施設の補修、点検、整

備、天災その他やむを得ない事由があるとき又は施設の有効利用を図るにあたり必要なときは、事前

に委託者の承認を得て、開館日及び開館時間を変更することができる。 
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 （公平性の確保） 

第５条  受託者は、史跡公園の管理にあたり、関連法令及び条例の規定を遵守するとともに、住民の公 

 平な利用を確保すること。また、施設運営に係る情報の公開に関し、必要な措置を講じること。 

 （業務総括者及び技術指導者） 

第６条  受託者は、業務を円滑に遂行するために、業務総括者、技術指導者を定め、必要に応じて配 

 置しなければならない。 

２ 業務総括者は、業務を総括し、委託者との連絡調整を担当する。 

３ 技術指導者は、館蔵品の整理・展示を指導し、活用事業の企画・立案を主体的に行う。 

 （業務従事者の配置） 

第７条 受託者は、業務を遂行するにあたり、常勤の管理主任者及び受付担当者を各１名以上配置し、

維持管理担当者を必要な時期に適正数配置すること。ただし、管理主任者が不在の際には同等の資格

を有する者を配置してもよい。 

２ 管理主任者は、他の従事者の指導・監督及び来園者に対する案内・説明等を担当し、現場総括者、

技術指導者のいずれかを兼ねることができる。なお、管理主任者は学校教育法による大学（短期大学

を除く）・大学院において考古学を専攻した、学芸員資格または修士以上の学位を有する者とする。 

３ 受付担当者は、ガイダンス施設の受付業務及び館内清掃を担当する。 

４ 維持管理担当者は、史跡公園内の維持・管理等を担当する。 

 （普及啓発事業） 

第８条 市内文化遺産の普及啓発事業の実施にあたっては、利用者の意見や要望を把握し、事業に反映

させることとする。 

２ 市民を対象とし、地域の文化財について学ぶ講座等を年４回以上開催すること。 

３ 小・中学校の社会見学等、団体客に対する説明・案内については、休館日を除いて原則対応するこ

ととし、管理主任者若しくは同等の資格を有する者が説明にあたるものとする。 

 （資料の整理・展示） 

第９条 受託者は、所蔵資料の整理を行い、施設内に展示する。また、年１回以上考古資料を題材とし

た企画展を開催すること。 

 （施設の除草・清掃） 

第10条 除草及び清掃の範囲は、史跡公園全体とする。 

 （芝生の管理） 

第11条 芝生は必要に応じて刈り込み作業を実施する。作業にあたっては、芝刈り機を使用して、一定

の高さに刈り揃えるものとする。 

２ 芝の育成にあたっては、必要に応じて施肥を行うものとする。施肥量については、監督職員と打合

せの上決定するものとする。 

 （墳丘の管理） 

第12条 青塚古墳墳丘表面の草は、年１回、冬期に刈り込みを行うものとする。 

 （ガイダンス施設の清掃） 

第13条 ガイダンス施設内の清掃は、必要に応じて実施することとするが、トイレの清掃については、

１日１回以上実施するものとし、利用者に不快感を与えないよう心掛けること。 

 （施設の巡回点検） 
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第14条 開園前及び閉園前に施設内を巡回し、異常箇所がないかどうかを点検する。 

２ 異常箇所を発見した場合は、直ちに適切な措置を講じるとともに監督職員に報告しなければならな

い。 

 （廃棄物の処理） 

第15条 受託者は、業務により生じた廃棄物を犬山市の規定に従い処理するものとする。 

（管理運営報告書の提出） 

第16条 受託者は、毎月ごとの利用者数及び事業の進捗状況等を記載した報告書を翌月10日までに委託

者に提出しなければならない。 

 

第３章 雑 則 

 （自主事業の実施） 

第17条 受託者は、史跡公園の設置目的を達成するために、本仕様書に記載されていない事業で、受託

者の創意工夫により企画する自主事業を実施することができる。ただし、自主事業の実施前に委託者

と協議を行い、許可を得ること。 

 （施設の使用） 

第18条 受託者は、本委託業務及び自主事業の実施に際し、受託者の責任において史跡公園を開園時間

外に使用することができる。 

２ 受託者は、前項の規定に基づき時間外使用を行う際は事前に監督職員に申し出るものとする。 

３ 受託者は、他団体による施設の使用について、委託者から要請があった場合は協議の上協力するも

のとする。 

 （機器の使用） 

第19条 委託業務の実施にあたっては、委託者の所有する機器を無償で使用することができる。 

 （経費負担等） 

第20条 業務遂行上必要とする経費の内、次のものについては委託者が予算の範囲内において負担する。 

 （1）施設の維持管理や公園の維持管理などに必要な物品（消耗品を除く） 

 （2）光熱水費 

 （3）修繕料（第３条第２項第５号に定めるものを除く） 

 （4）電話料金（固定電話１回線分） 

 （5）複写機使用料（モノクロ） 

 （6）その他必要と認めたもの 

 （予算） 

第21条 翌年度以降において、歳出予算の当該金額について減額又は削除があった場合は、当該契約を

解除するものとする。 

 （補則） 

第22条 本仕様書に疑義を生じた場合には、双方協議した上で定めるものとする。 

２ 本仕様書に明示されていない事項について必要がある場合には、双方協議した上で定めるものとす 

 る。 
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青塚古墳史跡公園活用・管理業務施設概要 

 

１ 施設概要 

○施設名称：青塚古墳史跡公園 

○所 在 地：犬山市字青塚地内 

○敷地面積：20,858.89 ㎡ 

○建  物：青塚古墳史跡公園ガイダンス施設 

      鉄筋コンクリート造 平屋建 

延床面積 

311.94 ㎡ 

事務室 23.07 ㎡ 

研修室 58.83 ㎡ 

展示室 66.73 ㎡ 

ロビー・通路・ 

レストスペース 
82.57 ㎡ 

トイレ・倉庫他 80.74 ㎡ 

○電話番号：0568-68-2272 

○休 館 日：①月曜日（月曜日が国民の祝日に関する法律に規定する休日の場合 

は、その日後においてその日に最も近い休日でない日） 

      ②１２月２８日から翌年１月４日まで 

○開館時間：午前９時から午後５時 

○入 館 料：無料 

 

２ 禁止事項（主なもの） 

 ・青塚古墳墳丘に登る行為 

  ※ ただし、古墳の維持管理及び教育・学術上必要な場合等を除く。 

 ・墳丘本体及び地下の遺構に影響を与える行為 

 ・芝生、植栽等を損傷させる行為 
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史跡公園

業務内容 項目 場所 内容 数量 仕様

園内清掃 全体
園路・広場・墳丘部分・植栽地等の
清掃

20,000㎡ 全ての開園日

園内除草 全体
園路・広場・墳丘部分・植栽地等の
除草

20,000㎡

冬期（12月～2月）
及び雨天時を除く全
ての開園日
（冬季は必要に応じ
て実施）

低木剪定 植栽帯 低木（生垣）の剪定、施肥 2,000㎡ 年１回

墳丘草刈り 墳丘
草刈機等を使用して墳丘の草刈り
を行う。

7,000㎡ 年１回

芝生管理 芝生広場
芝刈機を使用して刈り揃える。
必要に応じて施肥を行う。

6,000㎡
年６回（５～１０
月）以上

③史跡公園の保
安

園内点検・巡回 全体
墳丘及び園内設備の点検・巡回及
び異常時の報告

20,000㎡ 全ての開園日

業務内容 仕様

週３回以上

全ての開園日

年２回以上

年３回以上倉庫（屋外物置含む）
定期的に内部の点検・清掃及び整理整頓を行
う。

青塚古墳史跡公園維持管理水準

※作業範囲は別図参照のこと

ガイダンス施設「まほらの館」

場所 内容

研修室・展示室・ロビー・通
路・レストスペース・玄関ホー
ル・事務室

日常的に清掃し、美化に努め、来館者の利用に
支障がないように維持する。展示室の展示物に
ついては、特に破損・汚損に注意して埃等を除
去する。
事務室については、常に整理・整頓を心掛け
る。

①日常維持管理

②定期維持管理

①施設日常清掃

②定期維持管理

トイレ
利用者に不快感を与えないよう、常に清潔に保
つ

窓ガラス 定期的に汚れ等を除去する。
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青塚古墳史跡公園管理図面
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